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1 は じ め に

土壌窒素無機化量は反応速度論的解析法により推定でき

る。しかし,圃場条件では推定した土壌窒素無機化量と水
稲による窒素吸収量は必ずしも一致しない。その理由とし

て,流亡や脱窒による損失,水稲による利用率,水稲の根
域の拡大に伴う下層tか らの窒素供給量の評価等の問題が

考えられる。そこで,土壌窒素無機化量と水稲の窒素吸収
量との関係を明らかにするため以下の試験を行った。

2試 験 方 法

(1)ポ ット試験

1)供試土壌 :多湿黒ボク■ 2)供試品種 :ト ヨニンキ

3)試験条件

土壌形態 :湿潤土壌及び風乾土壌

基肥窒素施用量 :無窒素及び126夕 /ポ ット

栽培条件 :低水温水田埋設及び高水温水田埋設

上記試験条件の組合せにより8区 .2連で行い,追肥は
行わなかった。

4)土壌窒素無機化量の推定方法

土壌窒素無機化量の推定は使用した土壌を湛水状態でビ

ニール袋に密封し,ボ ットの上壌中に理設し,経時的に取
り出し,無機態窒素量を測定した。測定結果を反応速度論

的に解析 し,土壌窒素無機化量を推定した。
2)圃場試験
供試圃場の土壌 :多湿黒ボク■

供試品種 :ト ヨニンキ

基肥窒素施用量 :無窒素及び10カ /10α ,追肥なし

土壌窒素無機化量の推定は使用した土壌を湛水状態でビ

ニール袋に密封し,圃場 5m深に埋設し,経時的に取り出
し無機態窒素量をよ1定 した。測定結果を反応速度論的に解

析し,土壌窒素無機化量を推定した。
上記圃場試験を昭和61,62,63年度に行った。

3 結果及び考察

(1)ポ ット試験結果

水温の異なる圃場に埋設したボットの栽培期間中の平均

地温は低水温圃場で190℃ ,高水温圃場で211℃ で,21
℃の温度差があった。そのため十壌窒素の無機化量に差が

認められた。また,風乾土と生上の無機化量にも乾土効果
により差が認められた。これらのデータは逐次反応モデル

で解析でき,実測値と推定値が一致した (図 1)。 栽培期

間中に無機化されたと推定されるt壌窒素量と各区の収穫

時の全乾物重との関係を図 2に示す。無窒素区では土壌窒

素無機化量と水稲乾物重は正の相関 (r=o998**)が 認
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図 2 土壌窒素無機化量と基肥窒素の合計と
収穫期の水稲全乾物重との関係
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図 3 ELE窒 素無機化量と基肥窒素量の合計と
収穫期の水稲窒素吸収量との関係

められるが基肥窒素施用区では土壌窒素無機化量と基肥窒

素量の増加に伴い水稲乾物重の頭打ちが認められ,それは

低水温圃場で著しかった。しかし,図 3に示すとおり,窒
素吸収量でみると窒素の増施に伴う頭打ちは認められるも

のの,温度差による差は認められなかった。このことから
,

温度が異なる条件であっても土壌窒素無機化量と水稲によ

る窒素吸収量は一致する。しかし,温度の低下により,窒
素吸収量に見合う乾物生産量が得られなかったことを示し

ている。すなわち,上壌の乾湿,温度の高低により土壌窒

素無機化量は変化するが,水稲による窒素吸収量はそれと

一致する。しかし,低温下では窒素は吸収されるものの ,
低温による生理障害等により,乾物生産が阻害されると考

えられる。この結果から,閉鎖系においては,土壌窒素無

機化量と水稲による窒素吸収量は一致した。

2)圃場試験結果
最大分けつ期において,作土中の無機態窒素濃度は不検

3      34      38     42 (“ /10a)
土壌窒素無機化量

図 4 最高分けつ期から収穫期までの期間における
土壌窒素無機化量と窒素吸収量の関係
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土壌窒素無機化量と出穂期の根重との関係
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図6 重回帰分析による予測値と実測値の関係

出となり,基肥窒素が消失する。この時期から収穫期まで

の土壌窒素無機化量と水稲による窒素吸収量を比較した結

果,図 4に示すとおり相関が認められなかった。また,こ
の間の水稲による窒素吸収量と出穂期の根重とも相関は認

められなかった (図 5)。 しかし,最大分けつ期から収穫

期の間の土壌窒素無機化量と出穂期の根重とを説明変数と

した重回帰分析の結果,5%水準で有意性が認められ,図
6に示すとおり,推定値と実測値はほぼ一致した。このこ

とから,開放系においては,土壌窒素無機化量と水稲の窒

素吸収量を比較する場合,根の量を考慮する必要があるこ

とが明らかになった。
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